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１．さよならＹＳ－１１

　　　　　　「ブルーイレブン」
２．初の「１１８番の日」、全国でＰＲ！

　１月２０日、羽田航空基地所属のＹＳ－１１「ブルーイレブン」
が解役となりました。
「ブルーイレブン」は、昭和４４年から４２年間日本の海を守り続
けてきた最後のＹＳ－１１で、１３日には鈴木長官ほか関係者約１
００名が出席した解役式が行われました。また、１５日に行われた
茨城空港での一般公開では、最後の勇姿を目に焼き付けようと、全
国から約４，５００人のファンが駆けつけました。

　１月１８日、初の「１１８番の日」を迎えました。
　海上保安庁緊急通報用電話番号「１１８番」の認知度をより向
上させるため、全国で、地域の特性に合わせた様々な周知活動が
行われました。
　本庁（霞ヶ関）では海上保安庁音楽隊のコンサートを行ったほ
か、報道機関に対し運用司令センターを公開し、118番通報のデ
モンストレーションを行いました。

ショッピングセンターにて（第十管区海上保安本部）

茨城空港一般公開の様子

漁港防波堤に塗装（宇和島海上保安部）
市営プールにて

（紋別海上保安部）
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３．「海氷のタマゴちゃん」

　　　　　　　　オホーツク海に現る
４．各地で年頭訓練を実施

　１月１２日、巡視船「そらち」は今シーズン初となるオホーツ
ク海での海氷観測を行いました。紋別港 北北東約１００キロメー
トル沖合で発見した海氷は、真っ白でまん丸とした大小様々の海
氷が無数に浮いた珍しいもので、乗組員は「まるで生まれたての
タマゴみたいだ」と不思議な海をしばし眺めていました。

　海上保安庁では職員の警備・救難技能向上及び士気の高揚を図
るため、全国各地で年頭訓練を行いました。
　小樽海上保安部では、今年で６回目となる小樽市消防本部との
年頭合同展示訓練を行い、巡視艇すずかぜを火災船に想定した一
斉放水訓練や、港内での海中転落者救助を想定した合同救助訓練
など、即応時における連携・協力体制の再確認を行いました。

※最新の海氷情報は、第一管区海上保安本部 海氷情報センター ホームページで提供しています。

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN1/1center.html

小樽市消防本部との年頭合同展示訓練（小樽海上保安部）

年頭部長訓辞（徳山海上保安部） 巡視船「えりも」潜水士年頭訓練（釧路海上保安部）
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